
評価対象 評価項目 具体的数値項目

(1)体験的学習による授業に生徒の80％以上が満
足している。

・「課題研究」や学校設定科目の「起業実践」を通し，問題解決型学習，作品制作，商品開発，プレゼン，地域や大学との連携活動など，実社会で役立つと考える能力を積極的に育成する。

(2)自分の学校が好きだと感じている生徒の割合
は，80％以上である。

・学校行事，部活動など特別活動の充実と向上を図り，生徒が集団の一員として主体的に学校生活に参画できるように工夫する。

(3)生徒の実態を踏まえた学習指導に，生徒の
80％以上が満足している。

・生徒の個々の学習到達度に対応した授業を行うため，３年のコミュニケーション英語Ⅲ，２年の国語表現，２年情報コースのビジネス情報で少人数授業及び習熟度別授業を実施する。また、
２年会計コースの会計，原価計算においてチームティーチングを実施する。
・ＩＣＴ機器の活用や協働的な学習を取り入れるなど，各教科で授業形態の工夫をはかり，双方向の活気ある授業を展開する。

(4)本校の資格取得指導の実施に，生徒の80％以
上が満足している。

・日頃から，資格取得が進路希望実現や進路選択の幅を広げるものであることを生徒に理解させる。
・生徒の資格取得実現のために，学校をあげて支援する体制を整える。簿記検定週間・英語検定週間を設定し，特別時間割で実施する。また土曜日・長期休業・放課後を活用して補習を行う。

３　生徒は確かな学力を
身に付けていますか。

(5)決められた宿題や提出物を毎回提出できてい
る生徒が80％以上である。

・各教科で宿題・課題等を工夫し，家庭学習や朝学習の習慣の確立につとめる。また、宿題や課題を授業で有効活用し、知識の定着を図り、発展的な学習にも繋げる。
・定期試験前の勉強時間の確保と，成績不振者を対象とした勉強会を実施する。

(6)学習に対する達成感・満足感を持っている生
徒が，80％以上である。

・各科目ごとに具体的な目標を設定し，その達成に向け取り組ませる。生徒一人一人に定期的（学期毎）に目標に向けての進捗度を評価させ，達成度・満足度を確認する。

(7)生徒会活動が充実していると評価している生
徒が，80％以上である。

・生徒会役員が生徒会活動の主体となるよう，企画立案，行事の実施に積極的にかかわらせる。
・大きな生徒会行事に関しては，全校生徒から選出した実行委員を中心に行事の運営にあたらせるなど，全生徒が行事にかかわれるしくみを作る。

(8)部活動が充実していると評価している生徒
が，80％以上である。

・各部がそれぞれの目標を達成できるように，月ごとに活動計画をたてる。また生徒会，学校と各部顧問とが連携し，施設面などでの環境整備を行う。

(9)教育相談が利用しやすいと感じている生徒
が，60％以上である。

・ホームルームや教育相談だより等を通して，月２回のスクールカウンセラーの来校日時を全生徒に事前連絡することで，教育相談を開かれたシステムにして，誰もが気軽に相談できるようす
る。

(10)登校時指導を毎月，組織的に行っている。 ・年度当初作成した，全職員を５班に分けたローテーションにより，週１回の登校時指導を実施する。

(11)交通事故の発生件数が前年度比８割以下で
ある。

・年度当初，学級担任を中心として，自転車の安全走行のための安全点検を実施する。
・生徒の交通安全意識の高揚を目的として，年２回の交通安全教室を実施する。
・通学時，年４回の街頭交通指導を実施する。
・危険察知行動について日頃から考えさせる。

５　学校はいじめの防
止や早期発見に向けた
取組を積極的に行って
いますか。

(12)いじめの発生防止に努め、いじめの解消
率が100％である。

・日頃から生徒に，学年，担任，生徒指導部を中心に，他者への気遣いができる学校生活が送れるように訴える。また普段から個々の生徒の様子を観察することにより未然防止を図
る。
・学期ごとのいじめアンケート調査により，早期の実態把握を行う。
・いじめ発生時には，全職員の共通理解の下，いじめの解消を図る。
・ネットでの誹謗中傷を防止するため、ＩＣＴリテラシーの指導を行う。(13)１日平均遅刻者数が，５人以下である。 ・交通事故に巻き込まれないため，ゆとりをもって登校するよう，生徒に呼びかける。またＰＴＡ総会や学年保護者会で家庭の協力も呼びかける。
・遅刻した生徒については，保護者に連絡をして，家を早く出るように，家庭の協力も仰ぐ。

(14)制服の着こなしや言葉遣い，あいさつが
きちんとしている生徒が90％以上である。

・日頃から生徒に，実社会に出たときの身だしなみや言葉遣い，あいさつの重要性を訴える。
・週１回の登校時指導，普段の授業，全体集会などで，服装やあいさつの指導をしっかり行う。

(15)問題行動で指導を受ける生徒が，前年度
比の50％以下である。

・日頃から生徒に，学年，担任，生徒指導部を中心に，規律ある学校生活が送れるように訴える。また普段から個々の生徒の様子をしっかり観察する。
・薬物乱用防止教室，情報モラル教室，生徒指導主事講話を年１回以上実施する。

(16)中途退学者が，在籍生徒数の0.5%以下で
ある。

・各種検査の結果などの有効活用を図る。
・学年団と連携し，月別欠席調査を実施する。
・教育相談係やＳＣによる早期教育相談を実施する。
・長期欠席者に対し週１回以上の家庭連絡を行う。
・家庭と連絡を密にし，情報の共有を図る。

(17)学校から提供される進路情報が役立って
いると評価する生徒が，80％以上である。

・「進路の手引き」により進路に関する基本的な内容を理解できるようにするとともに、その充実を図る。「進路たより」を複数回発行し，最新情報の提供や進路学習の取り組みの
状況など，適時的な進路情報の発信を行う。

(18)進路関係の行事が役立っていると評価す
る生徒が，80％以上である。

・教育実習生による大学説明会を行う。
・進学先による校内進路ガイダンスを行う。
・人事担当者による企業説明会を行う。

(19)生徒の将来の志望について理解している
保護者が，80％以上である。

・７月中旬に三者面談を実施する。
・適時，進路についての二者面談を行う。
・進路指導部担当職員が進学希望生徒に対し個別面談を実施し，進学先について適切なアドバイスを行う。

(20)学校の進路指導について理解している保
護者が，80％以上である。

・各学年の保護者会において進路講演会を実施する。３年生についてはＰＴＡ総会終了後に進路ガイダンスを実施し，欠席者が多い場合は第２回「進路説明会」も実施する。

(21)ＰＴＡ総会，学年保護者会等に積極的に
参加している保護者が，80％以上である。

・保護者会開催にあたり，その意義を十分案内で周知徹底させ，保護者全員の参加を呼びかける。

(22)学校の様子がよく分かると答えている保
護者が80％以上である。

・ＰＴＡ総会の日程に合わせて，授業公開を行う。
・９月の学校見学会では，中学３年生，その保護者，中学校教諭だけでなく，本校保護者にも参加を呼びかける。
・学校評議員会を年２回開催し，その中で保護者の代表者に対して，学校概要説明を行う。
・学校からの一斉メールを活用して，緊急情報や行事案内,保護者への連絡等を配信する。
・学校のウェブサイト上で，学校評価を含め様々な情報を発信する。

11　ＩＣＴを活用した
業務改善を行っていま
すか。

(24)ＩＣＴを活用したアンケートに生徒・保
護者の80％以上が満足している。

・職員打ち合わせにグループウェアを利用し、スムーズかつ連絡漏れの防止に努める。
・資料や配布物のデータ化に努め、ペーパーレス化の運用体制をつくる。
・担当分掌、学級以外にも業務の進捗状況の共有を図る。
・セキュリティ対策を充実させる。

Ⅲ  生徒の充
実した学校生
活について適
切な指導をし
ていますか。

Ⅳ  生徒の主
体的な進路選
択について適
切な指導をし
ていますか。

Ⅵ　教育のデ
ジタル化に努
めています
か。

Ⅴ　開かれた
学校づくりに
努めています
か。

９　家庭，地域社会に
積極的に情報発信して
いますか。

10　ＩＣＴを活用した
指導を行っています
か。

(23)　ＩＣＴを活用した指導に,生徒の80％以
上が満足している。

・一人一台端末を活用した授業を展開し、協同学習の充実をはかる。
・進路指導において一人一台端末を活用し、データの共有ならびに生徒・保護者との連絡、情報共有の充実をはかる。
・職員の100%が一人一台端末利用方法をマスターし、授業やクラスの担当者間で温度差が生まれないようにする。

Ⅲ  生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

４　組織的・継続的な指
導を行っていますか。

６　生徒は健康で，規
則正しい学校生活を
送っていますか。

７　計画的な指導を
行っていますか。

８　生徒は自らの進路
について真剣に考え,そ
の実現に向けてて取り
組んでいますか。

Ⅱ  生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

２　生徒の実態に応じた
指導を行っていますか。
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羅針盤
方　　　　　　　　　　　　　策

Ⅰ  特色ある学
校づくりに努め
ていますか。

１　特色ある教育活動を
行っていますか。


